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1 0　1日1回投与法におけるアルベカシン血中濃度

－ ピ ー ク 値 に つ い て の 検 討 －

継 田 雅 美 ・ 吉 川 博 子 *

新潟市民病院薬剤部

同 感染症科
*

1 日 1 回投与法で の A B K の 目標血中濃度を設

定するた め
,
複数回投与法における副作用発現注

意濃度で ある ピ ー ク値 1 2 /∠g / m L を超 えた症例と

従来 の 目標血中濃度 ピ ー ク 値 1 0
-

1 2 F L g / m L の

症例を効果と副作用に つ い て比較 ･ 検討 し た . 対

象は , 1 999 年 4 月 - 2 0 0 2 年 8 月 に A B K を投与

され か つ 血中濃度測定 を行 っ た ト ラ フ 値 2 〃 g /

m L 未満の 症例中 ピ ー ク値が 1 0 - 1 2 〃g / m L で

あ っ た 7 症例 と
,

12 /∠ g/ m L を超えた 9 症例で あ

る . 効果あり の 判定は ピ ー ク値 1 0 - 1 2 FL g / m L

の 7 症例中 3 例 (4 2 % ) ,
1 2 /∠g / m L を超 えた 9

症例中 5 例 (5 6 % ) であ っ た . す べ て の症例 に腎

機能障害はみ とめられな か っ た
. 効果に つ い て は

ピ ー

ク値12 /∠ g/ m L を超 えた症例 の ほうが若干良

い 結果とな っ たが, 症例数が少なく今後 の検討と

ともに目標濃度の 再考が必要である .
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Ⅰ .

一 般 演 題

1 　インスリン注射針の節約を紹介して

村 越 恵 子 ・ 岡 田 節 朗･

か え つ ク リ ニ ッ ク

【目的】 イ ン ス リ ン の自己注射 にお い て
, 毎日の

針交換は不要と内外の 医師からも指摘され始めて

い る . 主治医が外来 の 際, 注射針 の 節約を紹介 .

ア ン ケ ー ト で
, その 効果を調査 .

【結果】
一 日 一 回 -

5 3 . 6 % 毎日交換 -

2 3 .4 %

7 日以上使用 - 4 %

よ か っ た点
, 注射が簡単にな っ た . 針を節約で

き る.

【考察】 患者 の 自己負担,
イ ン ス リ ン手技の 煩雑

さを軽減でき る . 1 8 5 人 の 133 0 0 回針 の 頻回使用

で
,

ト ラ ブ ル は 1 例も無 か っ た .

【まと め】 患者の Q O L の 向上に役立 っ て い る .

2　栄養指導に対する患者の理解度

- ー－ ア ン ケ ー ト を 実 施 し て －

長 谷 川 美 代 ・ 小 林 昌 子 ・ 齋 藤 鏡 子･

･石 月 公 美 子 ・ 佐 野 和 江 * ・ 石 井 幸 子 *

植 木 静 恵 子 * ・ 金 子 元 徳 * *

小菅恵一朗***・佐々木英夫***

新潟 こ ばり病院栄養科

同 看護部
*

同 薬剤部
* *

同 糖尿病 セ ン タ
ー * * *

【目的】 当初 80 m 離れて い た栄養指導室を糖尿

病外来に隣接 して 新設 し
, 積極的に指導を行 い

,

そ の 効果に つ い て検討 した
.

【方法】 Ⅲ1 5 年 9 月より継続的に栄養指導を受

けて い る患者を対象に本年 1 月 に ア ン ケ ー ト調査


